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要 旨 
研究紀要第 37 号にて、大阪市補装具・福祉機器普及事業の 29 年間の事業モニタリング評価を行い、今後の課

題をまとめた。その課題として、重度障がいのある人のニーズに即した福祉用具研究開発促進の重要性を取り上げ

た。相談事業を通じて得られた福祉用具支援技術サービスの現状と課題から、移動系、コミュニケーション、操作

系、認知・適応系の 4 つの要素別に総点検を行い、今後技術革新を行うべき課題を抽出し、普及も含めた行動計

画をまとめることとする。本稿では、主に筋萎縮性側索硬化症による重度障がいのある人への移動系支援について

まとめ報告する。 

 

1 はじめに 

当研究室の行う相談事業の対象者の多くは、神経

難病や怪我などによる重度障がいのある人であり、

特に筋萎縮性側索硬化症（以下、ALS と略す）へ

の福祉用具支援サービスに関する相談が多い。また、

その相談内容も日常生活、職業などにおけるさまざ

まな問題・課題があり、利用者ニーズは、移動系、

コミュニケーション、操作系と広範囲で多岐にわた

っている。そのため、地域の支援機関だけでは、生

活全般に対し、総合的に、且つ具体的に問題解決を

図ることが難しく、当研究室へ直接的あるいは、大

阪難病医療情報センターや各区保健福祉センター

などを介して間接的に相談が入ってきている状況

である。ALS への福祉用具支援サービスにおいて

は、医学的・工学的な適合技術と利用者ニーズに基

づいた支援マネジメントが求められる。また、既存

の福祉用具で対応が難しい場合には、製作・改良サ

ービスを介したより高度な適合技術支援が必要と

なる。 

研究紀要第 37 号にて、大阪市補装具・福祉機器

普及事業の29年間の事業モニタリング評価結果を

もとに、今後の課題をまとめた 1）。その中で、特に

重度障がいのある人のニーズに対する福祉用具技

術の革新が必要であることを述べた。我が国の福

祉用具研究・開発の多くは、高齢者や軽度障がい

のある人を対象としており、ALS のように重度障

がいのある人を対象としたものは少ないのが現状

である。当研究室では、これまで、SMART Systems 
for ALS として、ALS のニーズに応じた車椅子シ

ーティング、椅子、ベッドピロー、ポータブルト

イレ、シャワーチェア・キャリー、重度障害者用意

思伝達装置用接点式入力スイッチ、福祉用具別適正

処方システムの研究開発を行ってきた。更に、相談

事業の中で、既製品では問題解決が困難な事例に対

して、さまざまな製作・改良サービスを行ってきた
2),3),4),5),6),7),8),9)。 

今回、ALS による重度障がいのある人を対象に、

移動系支援としての姿勢変換機能付き車椅子（座位

保持装置機能を含む）と操作系支援としての食事用

補助用具に関する総点検を行い、現状の問題点を分

析し、今後の研究開発すべき課題についてまとめた。

本稿では、前者の姿勢変換機能付き車椅子（座位保

持装置機能を含む）について、今後の普及システム

構築としての行動計画も含め報告する。 

 
2 ALS のニーズから捉えた姿勢変換機能付き車椅

子の現状の問題点と課題 

 今回報告する姿勢変換機能付き車椅子について

は、対象を ALS による身体機能障がいレベルを表 1
に示す内容に限定し、まとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 対象となる身体機能障がいレベル 

 

① 自力での座位保持困難 

（Hoffe 座位能力分類の 3：座位不能レベル） 

② 車椅子駆動操作困難 

③ 人工呼吸器使用者 

④ 車椅子上座位姿勢において長時間の同一姿勢保

持が困難であり、姿勢変換機能（座位保持機能を

含む）を必要とする者 



 当研究室の相談事業において適用した姿勢変換機

能付き車椅子は、国内外の製品をベースにして、座位

保持装置部分や医療機器搭載方法などを組み合わせ

たかたちで個々のニーズに応じた適合を行ってきて

いる。特に、車椅子ベースについては、我が国と海外

製品のものについては、福祉用具供給サービスのシス

テムの違いもあり、仕様等が大きく異なる点がある。   

特に北欧諸国においては、殆どがテクニカルエイド

センターを介して貸与方式で供給されており、車椅子

ベースそのものが優れたモジュラー機能を有してお

り、豊富な部品・パーツから選択できるモジュール機

能、個々のニーズに応じて調整可能なアジャスタブル

機能を持っている。更に、座位保持装置部分などにつ

いては、個別オーダー的に製作されたものと組み合わ

せることのできる構造設定となっている。そのため、

当研究室においても、海外製の車椅子ベースを選択す

ることが多い。しかし、国産のものに比べ、高価格と

なり、社会保障制度内での供給が難しく苦慮すること

も多い。 

我が国においては、すでに実施されている介護保険

制度における貸与方式、補装具費支給制度における貸

与方式の供給システムが検討され、段階的に導入され

てきている。しかし、前者においては、国産のレンタ

ル用車椅子のモジュラー機能が不十分であること、

ALS のニーズに応じた機種が不足していること、後

者においては、未だに従来の個別オーダー的な供給方

法に留まっているのが現状である。今後、我が国にお

ける姿勢変換機能付き車椅子の研究・開発が進み、

個々の障がい状況に適用できるものが製品化される

ことを期待している。 

 以下、当研究室にて、ALS に適用した姿勢変換機

能付き車椅子に対して行った総点検の結果を報告す

る。尚、評価結果については、当研究室の相談事業を

通じて、本人、家族、担当支援機関との間で検討した

ものであり、他の支援機関、地域による生活環境状況

等によって、見解の相違があることも考えられる。そ

のため、総点検結果については、あくまでも当研究室

の見解とする。 

 姿勢変換機能付き車椅子の総点検として行った評

価項目は、公益財団法人テクノエイド協会の福祉用具

情報システム（TAIS=Technical Aids Information 
System）の移動機器（大分類 12）、車いす（中分類

21）、姿勢変換機能付き車いす（小分類 90）の情報デ

ータベース（表 2）を参考にし、対象となる ALS の

ニーズも含めた12項目について評価を行った（表 3）。 
 尚、以下の図表における図、写真等は、各メーカー 

等からインターネット上で配信されている取説書等 

から引用したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2  

福祉用具情報システム（TAIS）の移動機器（大分類 

12）、車いす（中分類 21）、姿勢変換機能付き車椅子

（小分類 90）の情報データベース項目 

 

カラー 

タイプ 

車いす最大外寸（縦、横、高さ） 

重量 

シート（形式、巾、長さ） 

シート前座高、シート後座高 

シート角度 

シートクッション形式 

バックサポート高 

シートとバックサポートの角度 

バックサポート形状 

ヘッドサポート形式 

アームサポート（形式、高さ） 

レッグサポート形式 

フットサポート（形式、高さ） 

フレーム折りたたみ方式 

フレーム材質 

グリップ高さ 

駆動輪（径、タイヤ形式） 

キャスター（径、キャスター形式） 

駐車ブレーキ形式 

制動ブレーキ 

最大使用者体重 

表 3 姿勢変換機能付き車椅子の総点検項目 

 

① 姿勢変換機能（ティルト機能、リクライニング 

機能、下肢エレベーティング機能） 

② 前座高 

③ 座位保持装置機能（シートクッション） 

④ 座位保持装置機能（バックサポート） 

⑤ 座位保持装置機能（ヘッドサポート） 

⑥ 座位保持装置機能（アームサポート） 

⑦ 座位保持装置機能（レッグサポート） 

⑧ 座位保持装置機能（フットサポート） 

⑨ グリップ 

⑩ 転倒防止バー 

⑪ フレーム構造 

⑫ 医療機器搭載台 



① 姿勢変換機能 

 姿勢変換機能としては、ティルト機能、リクライ

ニング機能、下肢エレベーティング機能の 3 機能が

ある。まず、我が国における姿勢変換機能の使用目

的、適用方法に曖昧な部分があり、特にティルト機

能の適合と下肢の浮腫改善・予防に関する適合方法

において誤用、過用が認められる。この事は、相談

事業においても、アドバイザリーサービスなどを通

じて、担当支援機関等への技術的指導・助言として

行うことが多い。最も多い誤用・過用は、ティルト

機能の目的を、車いす上座位姿勢において前ずれを

しないようにすることとしていることである。下肢

エレベーティングについては、浮腫などの改善・予

防目的で適用されることが多いが、結果的には心臓

より高い位置までの挙上はできておらず、下肢の静

脈の血行改善には至っていない。また、その効果性

についても確認をしていないのが現状である。つま

り、科学的根拠に基づいた適正な処方がなされてい

ないということである。 
 国際的な基本的な考えとしてのティルト機能の

目的・適用について表 4 に示す。このように、適正

処方のための基本ガイドラインに基づいて、適正に

供給されなければならない。また、適用後の身体機

能評価を適宜行い、利用効果の測定・確認を行わな 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ければならない。 
 図 1 に、国内外の姿勢変換機能付き車いすのティ

ルト機能、リクライニング機能の比較表を示す。図

の①～④は国内製品で、⑤～⑦は海外製品である。 
 国産における姿勢変換機能の最大角度（ティルト

機能とリクライニング機能を組み合わせた角度）は、

130～150 度のものが一般的であり、脚部の高さが

心臓の位置と平行か低い状態である。④のように、

最大角度が 170 度の製品もあるが、後述のとおり、

前座高が高くなり移乗介助の負担となる。海外製の

ものは、ティルト機能の可動範囲が広く、移乗動作

時の姿勢も考慮し、前傾位に設定できるものもある。

最大角度は、155～170 度のものが一般的であり、

脚部の高さを心臓の位置よりも高い位置に設定で

きるようになっている。これらの姿勢変換機能を有

しながら、前座高を低く設定できる低床型の製品も

ある。⑦は、折りたたみ機能も有している。更に海

外製のものは、利用者の身体寸法、体重、体型、座

位姿勢等に応じて、各姿勢変換機能の適切な位置決

めができるような調整機構が装備されている（図 2）。
車椅子構造をティルト機能における回転モーメン

トと人の重力の軌道との関係性を考慮し、身体への

影響についても入念に検討がなされている。 

 
② 前座高 

 一般の姿勢変換機能付き車椅子の前座高は、クッ

ションなしで床面から座シートまでが 40cm 程度で

あり、これにシートクッション（クッションの厚 
み 4～5cm の場合）を載せると 44～45cm となる。

例えば、便座の高さが約 37～40cm であるため

（2021 年では、T 社製便座 37cm、L 社製 40cm）、

車椅子との移乗動作において、着座高の高低差が、 
5～8 ㎝程度生じ、移乗介助の負担増大となること

が多い。 
 海外製品の中には、厚みが 7～8cm のシートクッ

ションを設置した状態で、前座高が 38cm のものも

あり、除圧、座位保持機能と移乗動作の両方が確立

されている（図 3）。更に、高床の前座高も設定でき

るようになっており、前座高の調整範囲が広い。調

整方法は、さまざまな機構と方法が用いられている。

多くは、キャスターの高さと本体フレームへの取付

け位置調整、後輪軸の高さ調整により、前座高の高

さ調整ができるようになっている。それ以外は、キ

ャスター径、後輪径の変更を行う場合もある。 
 相談事業の中でよく確認することであるが、前座

高を調整する目的で、既設のシートクッションの上

に別のシートクッションあるいはタオルやシーツ 

表 4 ティルト機能の目的と適用 

 

1. 重力に抗した姿勢変換および耐圧分散、重力に抗

して座面および下肢への荷重負荷割合を一時的

に頭・頚部，背面に移動し負担等を軽減すること 

2. 循環機能の補助・促進、座位姿勢の継続による身

体下方（足部・下肢）への血 流下降を軽減し、

心臓への血流上昇を補助・促進し、浮腫等の軽減

を図ること 

3. 異常筋緊張・異常姿勢パターンの抑制、リクラ 

  イニングすることで伸展パターン等の異常筋緊  

張および異常姿勢パターン等を誘発・助長する場 

合等に、抑制肢位の状態での姿勢変換を行うこ 

とを目的とする 

4. 抗重力姿勢の獲得のための前傾姿勢、骨盤の前 

傾位を促し、体幹の良好な姿勢保持・バランス 

を獲得すること、さらには上肢動作の維持・改善

を図ること 

5. 下肢への荷重率、立ちしゃがみ動作の確保、机上 

での上肢操作を行う際の下肢への荷重率を上げ 

姿勢バランスを確保すること、立ちしゃがみ動作 

の補助・確保を行うこと 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1 ティルト＆リクライング機能（国内外製品の比較）：国内製品 ①～④、海外製品⑤～⑦ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
等を重ねてクッションの厚みを設け使用している

例がある。車椅子の適合においては、移動、移乗、

姿勢の 3 つの要素を総合的に考えるとともに、それ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞれの要素については、目的に応じた適正な使用を

行うことを原則としなければならない。ここに医

療・福祉関係者の役割と機能があると考える。 

 

 

図 2 レール式姿勢変換機構におけるティルト回転軸と人の重心設定の比較 

 

 

図 3 前座高：座シート高とクッション厚との組み合わせ比較 



③ 座位保持装置機能（シートクッション） 

国産の姿勢変換機能付きの車椅子の座位保持機

能部分は、シートクッションと本体フレームがセッ 
トで設計されており、海外のものに比べ、座位保持

機能を十分に考慮したものにはなっていない。特に

シートクッションの厚みが 4～5cm 程度と薄く、着

座時に底付きをしてしまい除圧機能が著しく低下

するもの、支持性が弱く適正な座位保持が得られな

いことが多い（図 4、5）。海外製品には、クッショ

ンシートの適正処方ガイドラインに基づいた製品

が数多くある。これらについては一部輸入され、補

装具費支給制度の座位保持装置完成用部品にも登

録されており、国内でも利用可能である。介護保険

制度においては、福祉用具貸与制度に上限額設定が

設けられているため、海外製品は国産のものより高

額となり、積極的には適用されていないのが現状で

ある。 
 また、既製品のシートクッションの大きさは一般

的に巾 40cm×奥行き 40 cmであるが、座フレーム、

体幹パッド用の支柱付き背フレームと背張り調整

用のベルトを組み合わせた機種になるとより適正

な設置が難しくなる（図 6）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海外製の車椅子フレームの多くは、さまざまなシ

ートクッション、オーダーメイド製作した座位保持

装置が設置できるような構造になっているものが

多く、それに応じて、フレーム構造の位置関係、高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さなどが調整できるようになっている。また、座奥

行き調整もできるようになっている機種もある。図

7 の姿勢変換機能付き車椅子は、ノルウェーの R 社
製のものである。筆者が以前、ドイツ、イタリア、

デンマーク、スロベニア、アイルランドで開催され 
た欧州における福祉用具展示会、学会、各関連施設 
視察等に参加した際にも、このメーカーの製品が多

く用いられていたことを確認している。当研究室に

も以前、視察のために R 社関係者が来日し、その際、

車椅子研究開発の考え方やすすめ方等について 

 

 

図 4 シートクッション厚と除圧機能 

 
 

＊一般的なクッションでは、前縁が座シート 

からはみ出てしまい支持性を失う 

 

図 6 シートクッションとフレーム構造との関係性 

 

 

図 5 シートクッション厚と座位保持機能（支持性） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A タイプ 

 

B タイプ 

 

C タイプ 

 
図 7 北欧（ノルウェー、R 社製）の最新の姿勢変換機能付き車椅子 3 機種 

（MEYRA 社（販売元）：https://www.meyra.co より引用） 

 



意見交換等を行った。この機種は未だ日本には輸入

されていないが（旧機種は輸入されている）、海外

製の中でも特に優れたモジュラー機能を有したも

のであると考える。後述する Smart Wheelchair 
Seating System for ALS の研究開発の参考にもな

っている。 
 まず、図 7 の A タイプは、40 ㎜厚のシートクッ

ション込みで、前座高が 400 ㎜までの低床設定がで

きる調整フレーム構造となっている。ベースフレー

ムの上部と下部を繋ぐ連結部、後輪軸の取付け位置、

シートフレームのベースフレームとの連結部を調

整することで前座高の高さが広範囲に設定できる

ようになっている。 
 次に、B タイプの特徴は、ティルト機構が、水平

スライド式で、ベースフレーム上をシートフレーム

連結部が前後にスライドする機構になっている。こ

の機構によって、ティルト角度の調整ができるよう

になっている。 
 また、ティルト角度を最大に起こした際は、最大

に倒した状態の時よりも、車椅子の全長、ホイール

ベース（キャスターと後輪の床面接地点の距離）が

小さくなる。その事で、回転走行が、小さな回転半

径で回転できるようになり、狭い場所内での回転、

廊下の曲がり角の走行が容易になる。 
 最後に、C タイプは、利用者自身の力で随意的に

全身の身体運動を行えるようにしたものである。全

身を伸展する動きを行えば、リクライニングと下肢

エレベーティングがその動きに同期するような機

構になっている。また、伸展運動後に力を抜けば、

自動的に元の座位姿勢に戻れるような仕組みにな

っている。更に、フットレスト長が、下肢を伸展す

る動きに伴ない、バネの作用で、伸び縮みする機構

も設定できるようになっている。例えば、痙性によ

る筋緊張が生じた場合のフットレストからの反発

力を緩和することなどに適用される。 
 これらの機構を用いれば、自力で体幹の伸展運動

を行うと同時に頭頚部、上部体幹の回旋運動を行う

ことができるようになる。長時間の座位姿勢を車椅

子上でとっている場合は、姿勢変換を自力で行い、

同一姿勢から解放され、リラックスでき、さらに側

方への視界も広がる。 

  
④ 座位保持装置機能（バックサポート） 

国産の姿勢変換機能付き車椅子の多くは、背張り

調整式のものが多く、海外製のものは、背張り調整

式とともに体幹保持を重視した背クッションを設

置できる構造フレームになっている。これは、我が

国においては、車椅子の適用において、介護負担軽

減を優先的に考えている傾向が強く、車椅子の軽量

コンパクト化、折りたたみ機構、車等への搭載を考

慮して設計していることも理由と考えられる。しか

し、ALS のように、重度の座位保持機能障がいを有

する場合は、姿勢保持を重要視しなければならない。

この件については、一般社団法人日本 ALS 協会の

平成 16 年度「ALS 基金」研究奨励金を通じて、

「ALS による姿勢・移動性の障害に対する アシス

ティブテクノロジーの調査・研究 ～車いす・シー

ティング適合処方システムの開発～  Total 

Support System of Mobility Devices for The 
Person with ALS」10)として研究報告を行っている。

その中では、特に、できるだけ早期の段階での適正

な座位保持機能の適用が重要であることを述べて

おり、相談事業においても、その有効性を多く確認

している。特に、頭頚部の支持性が低下している事

例においては、骨盤と体幹部分の適正な保持ができ

ていることが重要であり、背張り調整だけの座位保

持機能では、ハンモック状態の背形状となり、バッ

クサポートの中に埋もれるような姿勢となり、頭頚

部の適正な保持が困難となる。また、不適切な座位

保持機能を長期に使用した経験により、途中から座

位保持機能を高めることが導入しにくい事例も多

くあった（図 8）。 
 また、座フレームと背フレームの接続するリクラ

イニング用継ぎ手が座フレーム側に固定されてい

るものが多く、座面シートの前縁から背フレームま

での長さが 36～40cm となっており、厚みのある背

クッションを設置すると座奥行きが短くなること

がある。 
更に、背フレームに骨盤・体幹保持用の張り調整

ベルトを設置したものがあり、この場合は、背クッ

ションの設置は困難となる（図 9）。設置する場合は、

背クッション背面の加工が必要である。 
また、このフレーム構造は、利用者の骨盤、体幹

幅がフレーム構造に適合すれば良いが、不適合の場

合は、その効果性を得られないこともある。例えば、

背フレーム間の幅より骨盤、体幹幅が大きい場合は、

そのフレームに接触し側方からの圧迫による痛み

や皮膚損傷の原因にもなり得る。逆に小さい場合は、

着座位置の横方向へ偏移し、それにともなう脊柱ア

ライメントのくずれなどが生じ、側方・後方からの 
支持性が不十分となり安定した座位が確保できな

くなることもある（図 10）。 
国産の中には、背フレームを 2 分割してフレーム

形状を可変できるものがある。これについては、肩 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲帯、体幹部、骨盤部の支持性をより正確に確保す

るためには有効な構造と考える。但し、その分割し

たフレームの接続可変部分のヒンジの位置が一定

のため、利用者の身体寸法及び形状に適合していな

ければ、不適合となる（図 11）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

更に、2 分割型可変式背シート構造の製品もある。

これも有効な機能と考えるが、各サポートパッドの

高さ、奥行き等は調整できない（図 12）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 10 フレーム構造と身体寸法・姿勢との関係性 

 

図 11 形状可変式背フレーム構造 

 

図 12  2 分割型可変式背シート 

 

背張り調整が緩く、バックサポートの支持性が低下 

 
適正な背張り調整 

 

図 8 背張り調整の適合 

 

 

図 9 背フレーム形状・位置と背クッションの関係性 



できれば、イギリスの L 社製の KitSystem のよ

うに、肩甲帯、体幹部、骨盤部の 3 分割で、それぞ

れの背シートパーツの高さ・位置調整式になれば、

さらに適用可能な対象範囲を広げ、個々のニーズに

応じたバックサポートの適用が可能となる（図 13）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 座位保持装置機能（ヘッドサポート） 

 海外製のヘッドサポートは、調整機構とともに、

固定性を重視したものが多い。また、ヘッドサポー

トの形状・素材等も豊富にあり、個々のニーズに応

じた選択ができるようになっている。これは、座位

保持装置に対する我が国との考え方、供給方法にお

ける違いによるものであり、海外においては、座位

保持装置の適合評価を適正に行い、その処方のもと

に使用することを前提としているため、骨盤、体幹

部の適正な座位保持を行った上で頭頚部の保持設

定を決定していることである。我が国の場合は、前

述したように、骨盤、体幹部の座位保持をやや緩め

に設定しているため、姿勢の崩れや、移乗介助の不

備などにより、頭頚部の位置が異なり、介護者が設

定調整できるものが多い。ヘッドサポートの種類は

少なく、また、レンタル用としての仕様を重視して

いるため、素材等は、防水性の高い、発砲ウレタン

素材や合成レザーを用いたものが多く、利用者の接

触感覚などは優先的に考えられていない。 
海外製のヘッドサポートも一部輸入されており、

補装具費支給制度の完成用部品にも登録されてい

るものがあるが、位置・角度を 6 角レンチ等で適合

時に調整し固定的に使用する機種（図 14）につい

ては、調整が容易にできないため、使用受け入れが

積極的ではない。しかし、家族や介護者で簡単に設

定変更できる機構はねじの緩みやその都度調整が

要求されることによる介護負担増大があり、結果的

にその調整機構を有効に活用していない事例も多

く確認している。適合支援に従事する者が、座位保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
持機能の適合を再考する必要性を感じている。 
 また、ALS への車椅子適合の経験からは、適切な

頭頚部保持を確保できるとともに、使用場面に応じ

て、家族、介護者でも簡単に調整できる機構が必要

となるため、調整機構部分の部品構成の見直しと 
調整方法の検討も必要である。特に、リクライニン

グ時に背部の荷重負荷した際に、ヘッドサポートの

固定性が弱いと後方への頭頚部の伸展運動が生じ、

身体への負荷がかかり危険性もあるので、調整機構

とともに、位置・角度の固定安定性の確保も重要で

ある（図 15）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 14 姿勢保持を重視した海外製のヘッドサポート 

 

図 13 Kit System 

（イギリス、Lecky 社: https://www.leckey.com より引用） 

 

図 15 ヘッドサポートの調整と固定安定性 



 ALS に適用するヘッドサポートについては、図

16 に示すとおり、形状の選択ができることと、形

状が可変できること、位置、角度調整が 3 次元的に

設定できることが望ましいと考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 座位保持装置機能（アームサポート） 

 既製品の車椅子で問題となるのは、アームサポー

トの素材、幅、形状、前後位置、高さ調整等である。

図 17 に、現在、国内で適用できる国内外の製品の

アームサポートを仕様別に分類し、それぞれの課題 
を示す。この中で最も多く製品に用いれている機構

は、高さ調整機能付き下方収納式である。これらの

機構にアームサポートの除圧機能、幅広形状、前後

位置調整機構が追加できることが望ましいと考え

る。 

 
⑦ 座位保持装置機能（レッグサポート） 

 エレベーティングレッグレストは、下肢を乗せた

状態で角度調整をすることが多いため、すでに、レ

ッグレストに掛かる荷重があり、挙上時の角度調整

には介護者側の両手操作が必要となる。できれば、

ダンパー式かノブ付き角度調整部品であると、下肢

の挙上時に、軽い力で片手で操作でき、もう片方で

下肢を保持しながら調整できることが望ましいと

考える。角度調整もダイヤルロック機構があれば、

任意の角度で一旦固定することが可能となる（図

18）。 

 股関節が外転・外旋位の座位姿勢を呈している場

合は、エレベーティングレッグレストのオフセッ

ト・ヒンジ部分が膝関節外側部に接触し、圧迫によ

る痛みや皮膚損傷を生じる場合がある。図 19 のよ 
うに、両オフセット・ヒンジ間の幅が調整できるこ 
とが望ましい。 

 
⑧ 座位保持装置機能（フットサポート） 

 フットサポートについては、角度調整式のもの、

奥行き調整のものが国内でも製品化されており、利

用者の身体状況に応じて調整可能になったことは

良い点である。しかし、国内製品のフットサポート

は車椅子の軽量コンパクト化を重視したために、大

きさが足部の大きさに対して小さく、足底部の接地

面積が狭い。更に、フットレストの高さ調整機構が

固定性の弱いものが多い。そのため、適正な下肢保

持ができない場合もあり、海外製のように十分な大

きさのもので支持性の高いものが望まれる（図 20）。 
 図 21 に示すフットサポートは海外製のもので、

左右一体型のものと着座後に左右のフットサポー

トを連結できる機構のものであり、より支持性を高

めた構造である。ALS への適用において、この構造

の有効性を確認している。 

 
⑨ グリップ 

 既製品の車椅子では、グリップは固定式か高さ調

整機能のみで、リクライング時にはグリップ位置が

低く、角度が下方に傾くので、介護者はしゃがんだ

姿勢となる。姿勢変換機能付き車椅子を利用する際、

姿勢変換時の角度と介護者が移動介助時に用いる

グリップの位置と角度が調整できる機能・構造が必

要である（図 22）。 

 
⑩ 転倒防止バー 

 転倒防止バーには、さまざまな構造、調整機構、

収納方法のものがある（図 23）。ALS への適用を考

える上では、人工呼吸器、吸引器、酸素ボンベなど

の医療機器、ケア用具類の搭載が必要となるので、

後述の医療機器搭載台と関係性を考えたものでな

ければならない。また、転倒防止バーの収納方法に

ついては、介護ケアの衛生面を考慮して、手動式で

はなく、足操作式のものが望ましい。 

 
⑪ フレーム構造 

 フレーム構造は、住環境、一般乗用車への搭載の

必要性などから、折りたたみ式のフレーム構造が求

められるが、実際の使用状況を確認すると、折りた 

 

 

図 16 ヘッドサポートに求められる仕様 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たみ式のフレーム構造の車椅子でも、折りたたまず

そのままの状態で保守管理されていることが多い。 
 折りたたみ構造にする場合は、後述の医療機器搭

載台との関係性も考慮する必要がある。クロスバー

式の折りたたみ機構では、後述の医療機器搭載台の

格納スペースを確保することが難しく、図 24 のよ

うな折りたたみ機構を推奨する。 
図 25 の事例は、利用者ニーズとして、車椅子を

一般乗用車の後部トランクに収納できなければな

らなかったため、車椅子の折りたたみ、クイックリ

リース式の車軸などの仕様が必要であった。そのた

め、前述のような折りたたみ機構の車椅子を選択し、

人工呼吸器搭載台を車椅子下部に収納できるよう

に設置した。 

 

ダイヤルロック式で一定の力で下腿とレッグレスト

の重力を保持しながら角度調整が可能 

 

図 18 レッグレストに求められる仕様・機構 

 

① 平面パッド（ロング） 手部あり → 前腕支持、手部で前縁を把持できる 

② 平面パッド（ショート）デスクタイプ → 肘部支持、机下に車椅子が近づける 

③ ロールパッド → 前腕部の皮膚損傷等の予防目的、肌への感触を良くする 

④ 角柱パッド（標準） → 前腕支持、パッドを把持できる 

⑤ 角柱パッド（幅広） → 前腕支持を安定させる 

⑥ 平面パッド カーブ付き → リクライニング時の前腕支持 

⑦ 高さ調整式（左） 脱着式（右） → 高さの調整（左） 移乗時などにアームサポートが脱着可（右） 

⑧ 角度調整式 → 肩関節、肘関節の可動域等に適合できる 

⑨ 下方収納式 → 移乗時などにアームサポートを脱着せず、下方に収納できる 

⑩ 前後スライド式 → 座位姿勢に伴なう適正な前腕支持の位置が設定できる、机等の干渉を防ぐ等 

⑪ 跳ね上げ式 → 移乗時などに必要な空間をアームサポートを脱着、収納せずに確保できる 

⑫ 開閉式 → 広い前腕支持面を確保するとともに、移乗時に開閉することができる 

 

図 17 アームサポート別の課題 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 21 連結式フットサポート 

 

 

図 19 レッグサポート幅と身体寸法・姿勢の関係性 

 

図 20 フットサポートの大きさと足部の支持性 

 
 

図 22 姿勢変換機構とグリップ位置・角度の関係性 

 

図 23 転倒防止バー 

 

図 24 折りたたみ機構 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫ 医療機器搭載台 

 人工呼吸器については、近年、軽量コンパクトな

仕様になってきており、従来のように搭載台に搭載

しなくても、専用バックを用いて車椅子フレームに

掛けられるようになってきている。吸引器について

は、外出時には、コンパクトなものを使用すること

が多い。このように各医療機器がコンパクト化され

てくると、衛生ケア用品類とともに、搭載台にまと

めて搭載する可能性も検討していかなければなら

ない。その場合は、搭載台への出し入れの方法は姿

勢変換時の角度との関係性を考慮して、スライド式

が望ましいと考える。酸素ボンベについては、従来

の大きさのままであるため、ボンベ架台には大きな

変更はない。 
 また、在宅用の人工呼吸器は、海外製のものであ

るため、今後の動静も確認しながら、搭載台と搭載

方法についての検討を継続的に行う必要性がある。 

 
3 おわりに 
総点検の中から、特に検討すべき事項についてま

とめ報告した。この結果をふまえ、ALS の利用者

ニーズに適用できる姿勢変換機能付き車椅子の開

発を福祉用具技術の技術革新と今後の行動計画と

してすすめることとする。 

 現在、おおよその開発イメージができており、令

和 6 年度内に、表 5 に示す仕様を目標に、SMART 
Wheelchair Seating System for ALS として、最終

モデル設計を行う。図 26 は、現段階でのイメージ

図である。また、最終設計・デザインされたものは、

国内外の関係機関にも学会や展示会などを通じて

公開しながら、意見・情報交換をすすめていくこと

とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人工呼吸器の出し入れ 

 乗用車への収納 

 

図 25 事例：フレーム構造と人工呼吸器搭載台 

表 5 

SMART Wheelchair Seating System for ALS 仕様 

 

1. 姿勢変換機能 

最大角度：170 度 

ティルト機能：-5～35 度（海外製では、最大 45 

度までのものがあるが、今回は、 

心臓より下肢の位置が高くなる 

最大角度として設定）、重心軸と 

ティルト回転軸の位置調整 

リクライニング機能：90～135 度、股関節軸とヒ 

ンジの位置調整 

  全機構最大角度で、心臓より高い位置に下肢挙上 

できること 

起こした際に、車椅子の全長が最小になること 

 

2. 座位保持装置機能 

各座位保持装置機能のモジュラー化 

 

3. グリップ 

姿勢変換に応じた位置・角度調整機構 

介護者の身長に応じた高さ調整機構 

 

4. 転倒防止バー 

足操作式 

医療機器搭載台との干渉を避ける構造 

 

5. フレーム構造 

折りたたみ機構 

 

6. 医療機器搭載台 

スライド式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 SMART Wheelchair Seating System for ALS 
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